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2022 年 12 月下旬，北海道オホーツク地域では厳冬期としては異例の湿雪が断続的に降り，倒木や停電な

どの雪害が生じた．そこで本研究では，各地で雪害が相次ぎ発生した 12 月 23 日とその前後の事例に着目

し，当時の湿雪特性と湿雪をもたらした気象要素について解析した．湿雪は，特に紋別地方から網走地方南

部にかけて広く分布していた．同地域で湿雪が長時間持続した原因は，低気圧が北海道東方海上に停滞した

ことで雪を伴う強風が同一象限（北東：オホーツク海）から吹きつけたこと，さらに平均気温 0 ℃以上の日

が 4 日間継続したことが挙げられる． 

 

１．はじめに 

2022 年 12 月下旬，オホーツク地域では湿雪が断

続的に降り，その際，湿雪と強風が原因とみられる

雪害が相次いだ．例えば，同年 12 月 23 日には紋別

市で鉄塔が倒壊し，その 2 日後である 12 月 25 日に

は遠軽町白滝で倒木が原因による電線の断線が発

生した 1)．オホーツク地域において厳冬期に湿雪が

持続することは異例である．松下・西尾（2006）は，

北海道東部では湿降雪の発生頻度は少ないが一度

に湿降雪が発生することにより着雪が顕著に発生

する可能性があることを示唆しているが 2)，2022 年

12 月下旬の湿雪はこれが顕在化した事例といえる． 

そこで，本研究は雪害が多発した 2022 年 12 月 23

日とその前後の事例に着目し，オホーツク地域にお

ける湿雪の分布と，その湿雪をもたらした気象を解

析した．  

 

２．研究方法 

２．１ 雪水比と湿雪判定  

 本研究における湿雪の程度は，雪水比と積雪相当

水量で示す．ここで用いる雪水比は，積雪深差 (cm)

を日降雪相当水量 (mm)で割ったもの（日別値）と

する．積雪深差は，12 月 23 日の日最大積雪深から，

降雪前（12 月 21 日）の差分とし，日降雪相当水量

は降雪後の12月22日から23日までの総和とした．

解析に用いたデータは，国立研究開発法人農業・食

品産業技術総合研究機構が開発・運用している農研

機 構 メ ッ シ ュ 農 業 気 象 デ ー タ （ The 

Agro−Meteorological Grid Square Data，NARO：大野

ら，2016）3)である．また，紋別の湿雪判定では，気

温と湿度から推測する気象庁の降水種別判定式 4)を

用いた．ここでは，気象庁紋別特別地域気象観測所

において観測された一時間ごとの降雪について判

定を行った．なお，降水種別判定のグラフは遠藤ら

（2020）5)を参照した． 

 

２．２ オホーツク地域に湿雪をもたらした気象 

 当日の気圧配置は，日本周辺域を対象とする地上

天気図（SPAS：速報天気図）6)を参照した．日本周

辺域における気圧・降水・風は，それぞれ初期時刻

から一時間後のメソ数値予報モデルGPV(MSM)7)を

用いた．MSM は予報データであり当時の気象その

ものを表現しているとは限らないが，初期時刻から

一時間後のデータは現実の各気象現象との差が小

さいと考えた．地上気象データは，紋別を事例に，

気象庁紋別特別地域気象観測所における過去の気

象データ（気温，相対湿度，風向風速）8)を用いた． 

 

３．結果と考察 

３．１ 12月 23日の湿雪 
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図 1 北海道オホーツク地域における 12 月 23

日の雪水比と積雪水量．(a) 雪水比，(b) 積雪

水量．雪水比 0.0 cm/mmのエリアは雨により積

雪深の値が減少している． 
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図 2 12月 22日～23日における速報天気図（SPAS）．(a)22日 3時，(b)22日 9時，(c)22日 15時，

(d)22日 21時，(e)23日 3時，(f)23日 15時．赤い〇は紋別を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1a は 12/22~23 の降雪の雪水比，図 1b は 12/23 積

雪相当水量の分布である．気象庁が湿雪の判定に使

用している雪水比は 0.5~1.0 である 4)．図 1a では，

サロマ湖周辺を除いた紋別地方，北見地方，網走地

方の南部において雪水比が 1.0 以下であり，湿雪の

分布が認められる．一方図 1b では，紋別地方で多

いが，網走周辺では少ない．これは，網走の降水形

態がみぞれ(雨まじりに降る雪)主体であったため 8)，

積雪が増加せず，結果的に積雪相当水量の増加も顕

著ではなかったためと考えられる． 

 

３．２ 日本・北海道周辺の気象 

３．２．１ 気圧配置 

 図 2 は，12 月 22 日 3 時から 23 日 15 時にかけ

ての日本付近における地上天気図である．まず図

2a~c に示すように，22 日 17：30 に紋別でみぞれが

降り始めるまでの間，前線を伴った 3 つの低気圧が

日本列島とその付近を横断した．その後，低気圧は

図 2d~f のように北海道付近で停滞した．その際，

低気圧の一つが北海道東部から東方海上に位置す

る形となり，長時間，オホーツク地域に降雪または

降水をもたらした．このような低気圧の停滞は，北 
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図 3 12月 22日 16時から 23日 23時までのオ

ホーツク地域における 4地点の気温の推移． 
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図 4 12月 22日～23日におけるメソ数値予報モデル GPV(MSM)による気圧，降水，風の分布． 

(a)22日 19時，(b)23日 4時，(c)23日 16時．いずれも初期時刻から一時間後の値． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海道の北側にある複数の高気圧が低気圧の北上を

阻む形で位置したことで生じた．その背景には，500 

hPa 面における寒帯前線ジェット気流の蛇行がある．

2022 年 12 月下旬は蛇行が例年より大きく，北海道

の北側に大規模な高偏差領域が形成された．その結

果，広い範囲に複数の高気圧が出現したと考えられ

る． 

 

３．２．２ 気温 

 図 3 は，12 月 22 日 16 時から 23 日 23 時までの

オホーツク地域における 4 地点（紋別，白滝，網走，

北見）の気温の推移である．紋別，網走の気温は，

期間中常に 0℃以上，北見は 22 日 21 時以降に 0℃

以上で推移した．このことから，紋別・網走・北見

では湿雪（みぞれまたは雨）が降りやすい環境下だ

ったと考えられる．一方，白滝は常に 0℃を下回っ

ているが，これはアメダスの標高が他の地点と比較

して高い位置にある（475.0 m）ことがその原因の一

つであると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２．３ 風と降水域・低気圧との関係 

図 4 は，メソ数値予報モデル GPV（MSM）によ

る気圧・降水・風の数値予報天気図であり，オホー

ツクのほとんどの地域で雨が分布している 12 月 22

日 19 時から，紋別で停電が発生した直後の 12 月 23

日 16 時までの代表的な状況を示す．低気圧が停滞

した影響で，風向は北東象限に卓越していた．結果，

オホーツク地域では長時間，同一風向から湿雪がも

たらされた． 

 

３．３ 紋別の停電を引き起こした気象 

 図 5 は，紋別においてみぞれが降り始めた 12 月

22 日 17 時から停電発生後の 12 月 23 日 17 時まで

の平均風向ベクトル，平均風速，気温，相対湿度で

ある．平均風向は，4 時間以上連続して同一風向が

続く事象が繰り返し発生した．風速は，22 日 18 時

以降，5 m/s 以上で継続した．これは若浜ら（1979）

による，湿雪かつ 5~10 m/s 程度のとき電線の周りに

着雪が発生する条件と一致する 9)．相対湿度は，22

日 19 時以降 90%を超え，気温も 23 日 20:00 以降

0℃～1℃を推移した．なお，その際の降水の種類は，

17：30 からみぞれ，夜 22 時から雪に変わり，雪は

朝 9 時まで断続的に記録された．図 6 に，降雪が観

測された時刻の気温・相対湿度の関係を示す．一点

鎖線が雪とみぞれの境界，破線が雨とみぞれの境界

である．図 6 によると，紋別における 12 月 22 日か

ら 23 日の降雪は，みぞれ（雪または雨）の領域に

含まれる． 

以上から，このとき紋別では長時間にわたり同一

象限から湿雪がもたらされたことが分かった．この

湿雪は着雪しやすい条件に一致する状態も続き，現 
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図 6 紋別特別地域気象観測所において降雪が

観測された毎正時の気温・湿度分布の関係．気

象庁降水種別判定グラフ 3),4)に加筆した．一点鎖

線は雪とみぞれの境界，破線は雨とみぞれの境

界を示す． 

図 5 紋別特別地域気象観測所における正時の

風向風速，気温，時間降雪量，相対湿度． 
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地で発生した送電線の倒壊にもつながる着雪が発

生しやすい状況下であったことが考えられる． 

 

４． まとめと今後の課題 

 本研究において得られた知見は以下の通りであ

る． 

(1) オホーツク地域における雪の特徴 

オホーツク地域における 12 月 22 日から 23 日の湿

雪分布は，特に紋別，北見，網走地方南部（サロマ

湖周辺を除く）で表れた． 

 

(2) 同地域に湿雪をもたらした気象 

12 月 23 日前後，低気圧が北海道東部や東方海上

に停滞したことでオホーツク地域の風は北東象限

の風が卓越し，気温も地上で 0℃以上と高かったた

め，長時間同一象限から湿雪がもたらされた． 

 今後，オホーツク地域で含む過去の湿雪事例につ

いても同様に解析を行うとともに，将来の気温上昇

シナリオをもとに今後の湿雪回数への影響につい

て検証したい．また，同時期に実施された積雪断面

観測の結果と本研究とを結びつけ，厳冬期の湿雪の

影響を受けた雪質に関し，さらに研究を深めたい． 

 本研究の成果は，厳冬期における異例の湿雪によ

る被害拡大の可能性を具体的に裏付けるものであ

り，今後同様の事例が生じた際の事前対策になると

考えられる． 
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